
 

                    

神奈川県監査委員公表第８号 

 

監査の結果により講じた措置について 

 

 地方自治法（昭和 22 年法律第 67 号）第 199 条第 12 項の規定に基づき、神奈川県教育委員会教育

長から監査の結果により措置を講じた旨の通知があったので、その内容を公表する。 

 

  平成 29年５月 16日 

 

神奈川県監査委員 村 上  英 嗣 

同                髙 岡   香 

同                太 田 眞 晴 

同                土 井  りゅうすけ 

同                赤 井 かずのり 

 

１ 措置の対象となった監査の結果 

平成 28年 11月１日（神奈川県公報号外第 91号）神奈川県監査委員公表第 21号で公表した不

適切事項又は要改善事項のうち教育委員会分 37箇所（既報告の９箇所を除く）に係る 44事項 

２ 監査の結果及び講じた措置の内容 

本庁機関で認められた不適切事項又は要改善事項 

監査実施 

箇所名 
監査実施日 監査の結果 措置の内容 

行政部行政課 平成 28年８月

１日（平成28

年６月10日職

員調査） 

（不適切事項） 

契約事務において、教育

委員会文書集配等業務委託

契約（契約額 17,631,000

円）に基づき教育委員会の

各室課が受託者に文書の印

刷を依頼するに当たり、依

頼数量の一元的な把握が不

十分であったことなどによ

り、その合計数量が契約で

定める印刷数量の上限を超

えていた。 

 

不適切事項については、確

認が不十分であったことによ

るものである。 

 今後は、このようなことが

ないよう、印刷数量の把握を

確実に行うとともに、複数の

職員による確認体制を強化す

ることにより、適切な事務執

行に努めることとした。 

行政部教育施

設課 

平成 28年８月

１日（平成28

年６月13日職

員調査） 

（不適切事項） 

予算の執行において、不 

動産鑑定評価料（１件、

299,160円）の執行に当た

り、履行確認を行った日

（平成27年３月24日）の属

する平成26年度の歳出とし

て整理すべきであり、その

ためには平成26年度内に執

行伺票兼支出命令票を起票

 

不適切事項については、不 

動産鑑定評価料の執行に当た

り、経理担当課への執行依頼

票の提出を失念し、年度内に

処理できなかったため、翌年

度の予算で執行していたこと

によるものである。 

今後は、このようなことが

ないよう、予算の早期執行を



 

すべきところ、年度末で多

忙なことなどにより経理担

当課への執行依頼票の提出

を失念し、年度内に処理で

きなかったため、平成27年

度の予算で執行していた。 

図るとともに、複数の職員に

よる進行管理を徹底すること

により、適正な事務執行に努

めることとした。 

 

 

行政部教職員

企画課 

平成 28年８月

１日（平成28

年６月９日職

員調査） 

（要改善事項） 

１「高校の航海実習におけ

る週休日の振替に係る規

定の件」 

海洋科学高等学校（以

下「高校」という。）で

毎年実施している航海実

習において、勤務日を週

休日等に変更する振替な

どについて、規定が整備

されていなかった。 

（以下省略） 

２「県立学校の教員のタク

シーを利用した出張に係

る人事給与システムへの

入力の件」 

県立学校の教員がタク

シーを利用した出張をす

るに当たり、人事給与シ

ステム (以下「システ

ム」という。)への入力

を行っていないものが多

数あった。 

（以下省略） 

 
要改善事項については、次

のとおり措置した。 

１ 「高校の航海実習における

週休日の振替に係る規定の

件」については、補償休日

に準じた取扱いなどを認め

る形での条例規則の改正、

又は人事委員会の承認を得

て別に定める取扱いの設定

などが必要と考え、人事委

員会事務局等の関係機関と

の調整を進めている。 

２ 「県立学校の教員のタクシ   

 ーを利用した出張に係る人

事給与システムへの入力の

件」については、要改善事

項の内容を各学校に周知す

るとともに、旅行申請漏れ

防止のための掲示物を作成

して配布することにより、

再発防止に努めた。 

 

指導部高校教

育課 

平成 28年８月

１日（平成28

年６月16日職

員調査） 

（不適切事項） 

庶務事務において、人事

給与システムに入力してい

なかったため、週休日に開

催された催事に出張した職

員４名に対して、時間外勤

務手当４件、74,151円を支

給していなかった。 

 

 

不適切事項の時間外勤務手

当については、平成28年10月

17日に本人に支給した。 

今後は、このようなことが

ないよう、時間外勤務におけ

る所定の手続の厳守を改めて

周知徹底するとともに、複数

の職員による確認を徹底する

ことにより、適正な事務執行

に努めることとした。 

指導部保健体

育課 

平成 28年８月

１日（平成28

年６月15日職

員調査） 

（不適切事項）  

契約事務において、平成 

27年度県立特別支援学校児

童生徒心臓検診委託契約

（ 単 価 契 約 ： 精 算 額

4,347,000円）に当たり、

契約で定められた個人情報

の取扱いの責任者に係る届

出書等を提出させていなか

  

不適切事項については、事

業担当者が契約事務について

十分な理解を欠いており、契

約内容の確認が不十分であっ

たことによるものである。 

 今後は、このようなことが

ないよう、各事業担当者に契

約事務に関する研修会を実施



 

った。 することにより、適正な事務

執行に努めることとした。 

支援部子ども

教育支援課 

平成 28年８月

１日（平成28

年６月20日職

員調査） 

（不適切事項） 

補助金交付事務におい

て、神奈川県コミュニテ

ィ・スクール導入等促進事

業費補助金３件（交付決定

額960,000円）の交付に当

たり、交付申請書の受理か

ら３月を超えて交付決定し

ていた。 

 

不適切事項については、事

業にかかる確認・点検及び連

絡・調整不足によるものであ

る。 

今後は、このようなことが

ないよう、関係機関との連絡

と課内での執行状況の確認を

徹底することにより、適正な

事務執行に努めることとし

た。 

出先機関で認められた不適切事項又は要改善事項 

監査実施 

箇所名 
監査実施日 監査の結果 措置の内容 

神奈川県立近

代美術館 

平成 28年８月

17日（平成28

年４月27日職

員調査） 

（不適切事項） 

１ 契約事務において、産

業廃棄物の収集・運搬及

び処分委託契約（予定支

払額67,456円（税込））

に当たり、契約単価に消

費税及び地方消費税の金

額が含まれていないこと

並びに数量及び契約単価

の単位を契約書に明記し

ていなかった。 

２ 庶務事務において、職

員に対して時間外勤務及

び休日勤務を命ずるに当

たり、神奈川県教育委員

会関係職員服務規程に規

定された「時間外勤務及

び休日勤務命令簿」によ

る命令を行っておらず、

日時別の時間外勤務等の

状況が明らかになってい

なかった。 

 

不適切事項については、次

のとおり措置した。 

１ 契約事務については、委

託に係る事務手続について

の理解が不十分であったこ

とによるものである。 

今後は、このようなこと

がないよう、関係規定等の

理解の向上を図るととも

に、複数の職員による確認

体制を強化することによ

り、適正な事務執行に努め

ることとした。 

２ 庶務事務については、関

係規定等の理解が不十分で

あったことによるものであ

る。 

今後は、このようなこと

がないよう、関係規定等に

ついて職員に周知するとと

もに、複数の職員による確

認体制を強化することによ

り、適正な事務執行に努め

ることとした。 

神奈川県立総

合教育センタ

ー 

平成 28年３月

14日（平成28

年１月28日及

び同月29日職

員調査） 

（不適切事項） 

契約事務において、次の

とおり誤りがあった。 

１ 亀井野庁舎に係る設備

管理業務委託契約（契約

額 4,320,000円）に係る

委託業務の一部につい

て、契約で定められた受

託者からの作業報告書で

 

不適切事項の契約事務につ

いては、次のとおり措置し

た。 

１ 亀井野庁舎に係る設備管

理業務委託契約について

は、関係書類の確認が不十

分であったことによるもの

である。 



 

はなく、受託者が再委託

した者からの報告書に基

づいて履行確認を行って

いた。また、当該契約に

係る設計額の積算に当た

り、一部の積算項目に係

る積算基礎数量を誤った

ため、設計額が144,299

円積算不足であった。 

２ 善行庁舎に係る設備管

理業務委託契約（契約額

5,546,880円）に係る委

託業務のうち、平成27年

８月に実施することと仕

様書に定める水質検査に

ついては、仕様書の記載

に不備があったこともあ

って、検査項目１項目の

検査が実施されていなか

ったにもかかわらず、履

行確認の際にこれを看過

していた。また当該検査

項目に係る経費が設計額

に積算されていなかっ

た。 

  今後は、このようなこと

がないよう、複数の職員に

よる確認体制を強化するこ

とにより、適正な事務執行

に努めることとした。 

２ 善行庁舎に係る設備管理

業務委託契約については、

関係書類の確認が不十分で

あったことによるものであ

る。 

  今後は、このようなこと

がないよう、複数の職員に

よる確認体制を強化するこ

とにより、適正な事務執行

に努めることとした。 

 

神奈川県立横

浜立野高等学

校 

平成 28年７月

１日（平成28

年４月21日職

員調査） 

（不適切事項） 

契約事務において、産

業廃棄物収集運搬及び処

分業務委託契約（契約額

48,600 円）の締結に当た

り、契約書に廃棄物の処

理及び清掃に関する法律

施行規則により義務付け

られている産業廃棄物の

性状及び荷姿に関する情

報等の事項を記載してい

なかった。 

 

不適切事項については、廃

棄物の処理及び清掃に関する

法律及び関係法令についての

認識不足等から、廃棄物の処

理及び清掃に関する法律施行

令及び施行規則に定める必要

な事項を記載していなかった

ことによるものである。 

今後は、このようなことが

ないよう、複数の職員による

確認を徹底することにより、

適正な事務執行に努めること

とした。 

神奈川県立保

土ケ谷高等学

校 

平成 28年６月

２日（平成28

年４月21日職

員調査） 

（不適切事項） 

 契約事務において、環境

整 備 業 務 委 託 （ 契 約 額

22,658,400円）の契約締結

に当たり、長期継続契約に

必要な契約締結年度以降の

予算の減額又は削除があっ

た場合の契約変更又は解除

に関する条項を設定してい

なかった。 

 

 

不適切事項については、契

約書の作成に当たり、確認が

不十分であったことにより、

長期継続契約に必要な左記条

項を加えることを失念してい

たことによるものである。 

今後は、このようなことが

ないよう、関係法令等を十分

に確認することにより、適正

な事務執行に努めることとし



 

た。 

神奈川県立磯

子工業高等学

校 

平成 28年８月

30日（平成28

年４月25日職

員調査） 

（不適切事項） 

契約事務において、産業

廃棄物及び特別管理産業廃

棄物の運搬及び処分業務委

託契約（契約額53,460円）

の締結に当たり、契約書に

廃棄物の処理及び清掃に関

する法律施行規則により義

務付けられている委託契約

を解除した場合の処理され

ない産業廃棄物の取扱いに

関する事項等を記載してい

なかった。 

 

不適切事項については、契

約書作成時に廃棄物の処理及

び清掃に関する法律施行令及

び施行規則に定める必要な事

項の確認が不十分であったこ

とによるものである。 

今後は、このようなことが

ないよう、関係法令の理解の

向上を図るとともに、複数職

員による確認体制を強化する

ことにより、適正な事務執行

に努めることとした。 

神奈川県立磯

子高等学校 

 

平成 28年６月

27日（平成28

年４月25日職

員調査） 

（不適切事項） 

 予算の執行において、モ

ップのクリーニング及び帯

電処理代（契約額 2,505

円 ） の 支 払 に 当 た り 、

「（節）需用費」とすべき

ところ、「（節）役務費」

で執行していた。 

  

不適切事項については、関

係規定の理解及び確認体制が

不十分だったことによるもの

である。 

 今後は、このようなことが

ないよう、職員の知識の向上

を図るとともに、確認体制の

強化を図ることにより、適正

な事務執行に努めることとし

た。 

神奈川県立金

沢総合高等学

校 

平成 28年６月

22日（平成28

年４月25日職

員調査） 

（不適切事項） 

契約事務において、教師

用副教材の購入（１件、

114,305 円）に当たり、見

積合せを実施すべきとこ

ろ、１者からのみ見積書を

徴し、契約を締結してい

た。 

 

 

不適切事項については、神

奈川県財務規則等の理解が不

十分であったことによるもの

である。 

今後は、このようなことが

ないよう、関係規定の理解の

向上を図るとともに、複数の

職員による確認体制を徹底す

ることにより、適正な事務執

行に努めることとした。 

神奈川県立港

北高等学校 

 

平成 28年４月

12日（平成28

年３月９日職

員調査） 

（不適切事項） 

予算の執行において、Ｇ

ＨＰ空調機の撤去（契約額

1,323,000円）に当たり、

撤去工事代のうちフロン類

の回収・破壊処理に係る経

費（205,200円）について

「（節）委託料」で執行す

べきところ、これを含めた

全額を「（節）工事請負

費」で執行していた。 

  

 不適切事項については、歳

出科目の確認が不十分であっ

たことによるものであり、平

成28年３月17日に正しい歳出

科目に更訂した。 

 今後は、このようなことが

ないよう、歳出科目につい

て、複数の職員による確認を

徹底することにより、適正な

事務執行に努めることとし

た。 

神奈川県立川

和高等学校 

平成 28年６月

６日（平成28

年４月18日職

（不適切事項） 

 庶務事務において、部活

動指導業務に係る教員特殊

 

 不適切事項の教育特殊業務

手当については、平成28年５



 

員調査） 業務手当について、特殊勤

務手当実績整理簿への記載

を行わなかったため、１

件、2,800円を支給してい

なかった。 

月16日に本人に支給した。 

今後は、このようなことが

ないよう、特殊勤務手当実績

整理簿への記入について、周

知徹底を図るとともに、複数

の職員による確認体制を強化

することにより、適正な事務

執行に努めることとした。 

神奈川県立川

崎工科高等学

校 

平成 28年６月

21日（平成28

年５月９日職

員調査） 

（不適切事項） 

 契約事務において、校務

用パソコン及びディスプレ

イの収集・運搬及び処分業

務委託契約（契約額24,300

円）の締結に当たり、相手

方の指定した様式により契

約書を作成したため、廃棄

物の処理及び清掃に関する

法律施行規則及び神奈川県

財務規則で定められた事項

を契約書に記載していなか

った。また、同委託契約の

履行確認に当たり、神奈川

県財務規則に基づき検査調

書を作成しなければならな

い場合であったにもかかわ

らず、検査調書の作成を省

略していた。 

 

不適切事項については、神

奈川県財務規則等の理解が不

十分であったことによるもの

である。 

今後は、このようなことが

ないよう、関係規定の理解の

向上を図るとともに、複数の

職員による確認体制を強化す

ることにより、適正な事務執

行に努めることとした。 

神奈川県立生

田高等学校 

平成 28年６月

27日（平成28

年４月28日職

員調査） 

（不適切事項） 

 庶務事務において、タク

シーを利用した出張に当た

り、人事給与システムに入

力していなかったものが７

件あり、そのうち旅費３

件、600円を支給していな

かった。 

 

 不適切事項の旅費について

は、平成28年８月26日に本人

に支給した。 

今後は、このようなことが

ないよう、人事給与システム

への入力についての周知を徹

底するとともに、複数の職員

による確認体制を強化するこ

とにより、適正な事務執行に

努めることとした。 

神奈川県立生

田東高等学校 

平成 28年７月

21日（平成28

年４月28日職

員調査） 

（不適切事項） 

庶務事務において、タク

シーを利用した出張に当た

り、人事給与システムに入

力していなかったものが19

件あり、そのうち旅費９

件、1,820円を支給してい

なかった。 

（要改善事項） 

「使用賃借している印刷機

に係る印刷用紙の調達に関

する件」 

印刷用紙の調達に当た

 

 不適切事項の旅費について

は、平成 28 年８月 12 日に本

人に支給した。 

 今後は、このようなことが

ないよう、人事給与システム

への入力についての周知を徹

底するとともに、複数の職員

による確認体制を強化するこ

とにより、適正な事務執行に

努めることとした。 

 

 要改善事項については、経



 

り、印刷機の使用貸借契約

を締結している事業者との

間に、１か月単位の１者随

意契約を繰り返して締結し

ているものがあった。 

（以下省略） 

済性、公平性、事務の透明性

の観点から、校内で検討した

結果、会計局あっせんの再生

紙に切り替えることとし、経

済性、効率性の向上を図っ

た。 

神奈川県立菅

高等学校 

平成 28年６月

22日（平成28

年４月28日職

員調査） 

（不適切事項） 

 庶務事務において、タク

シーを利用した出張に当た

り、人事給与システムに入

力していなかったものが13

件あり、そのうち旅費４

件、800円を支給していな

かった。 

               

不適切事項の旅費について 

は、平成28年８月９日に本人

に支給した。 

今後は、このようなことが

ないよう、人事給与システム

への入力についての周知を徹

底するとともに、複数の職員

による確認体制を強化するこ

とにより、適正な事務執行に

努めることとした。                 

神奈川県立麻

生高等学校 

平成 28年８月

５日（平成28

年４月15日職

員調査） 

（不適切事項） 

 収入事務において、次の 

とおり誤りがあった。 

１ 施設開放に伴い利用者

から徴収すべき電気代実

費相当額の収入未済に係

る督促に当たり、神奈川

県財務規則の規定に反

し、納付期限後20日以内

に督促状を発行していな

かったものが１件、440

円あった。 

２ 施設開放に伴い利用者

から徴収すべき電気代実

費相当額の収入未済に係

る督促に当たり、督促状

の発行日を、当該発行日

から起算して10日を経過

した日が金融機関の休日

に当たることとなる日と

したことなどの結果、神

奈川県財務規則の規定に

反し、10日を経過した日

以外の日を督促状の指定

期限としているものが２

件、3,080円あった。 

 

不適切事項の収入事務につ

いては、次のとおり措置し

た。 

１ 督促状の発行日遅れにつ

いては、進行管理が不十分

であったことによるもので

ある。 

  今後は、このようなこと

がないよう、進行管理を徹

底するとともに、複数の職

員による確認体制を強化す

ることにより、適正な事務

執行に努めることとした。 

２ 督促状の指定期限誤りに

ついては、神奈川県財務規

則の理解及び進行管理が不

十分であったことによるも

のである。 

  今後は、このようなこと

がないよう、関係規定の理

解の向上を図るとともに、

進行管理を徹底することに

より、適正な事務執行に努

めることとした。 

 

神奈川県立上

溝高等学校 

 

平成 28年６月

21日（平成28

年３月23日職

員調査） 

（不適切事項） 

契約事務において、消防 

用設備等の点検に当たり、

スポット型感知器の点検数

量を正確に把握しないまま

業 務 を 委 託 （ 契 約 額

136,771 円）したため、実

際 の 点 検 は 正 し い 数 量

 

不適切事項については、関

係規定の理解及び確認が不十

分であったことによるもので

ある。 

今後は、このようなことが

ないよう、関係規定の理解の

向上を図るとともに、複数の



 

（243 個）で行われていた

ものの、異なる点検数量

（240 個）が記載された見

積書及び請求書に基づき一

連の事務を処理していた。 

職員による確認体制を強化す

ることにより、適正な事務執

行に努めることとした。 

 

神奈川県立弥

栄高等学校 

平成 28年５月

12日（平成28

年３月10日職

員調査） 

（不適切事項） 

庶務事務において、勤務

を命ずる必要がある週休日

の振替に当たり、振替が可

能な期間に振替を行わなか

ったため、勤務１週間当た

りの決められた勤務時間を

超過しているものが４件あ

った。 

 

不適切事項については、職

員の勤務割振の確認が不十分

であったことによるものであ

る。 

今後は、このようなことの

ないよう、職員に対する注意

喚起及び複数の職員による確

認を徹底することにより、適

正な事務執行に努めることと

した。 

神奈川県立総

合産業高等学

校 

平成 28年８月

９日（平成28

年５月23日職

員調査） 

（不適切事項） 

財産管理事務において、 

神奈川総合産業高等学校敷

地の使用許可(許可期間１

日、許可面積 31 ㎡)に係る

使用料の計算に当たり、行

政財産の用途又は目的を妨

げない限度における使用に

係る使用料に関する条例の

規定に反し消費税及び地方

消費税相当額を含めていな

かったため、使用料を誤っ

て許可していた。これによ

り、使用料１件、22 円が

徴収不足であった。 

 

不適切事項については、教

育財産の目的外使用許可に当

たり、財産管理に関する規定

の理解が不十分であったこと

によるものであり、変更許可

を行い、徴収不足分について

は、使用許可先から平成 28 年

５月 31 日に徴収した。 

今後は、このようなことが

ないよう、関係規定の理解の

向上を図るとともに、複数の

職員による確認を徹底するこ

とにより、適正な事務執行に

努めることとした。 

神奈川県立麻

溝台高等学校 

平成 28年８月

２日（平成28

年５月23日職

員調査） 

（不適切事項） 

契約事務において、産業

廃棄物収集運搬処分契約

（契約額257,040円）の締

結に当たり、家電リサイク

ル法(特定家庭用機器再商

品化法)の対象機器である

テレビ１台について、県が

排出者として回収を行う産

業廃棄物収集運搬業者の求

めに応じ、リサイクル料金

（再商品化料金）の支払に

応じることが契約上明記さ

れていなかった。 

  

不適切事項については、産

業廃棄物収集運搬処分契約書

の作成過程において、家電リ

サイクルに係る関連法令に関

する理解が不十分であったこ

とによるものである。 

今後は、このようなことが

ないよう、関連法令に関する

理解の向上を図るとともに、

複数の職員による確認体制を

強化することにより、適正な

事務執行に努めることとし

た。 

神奈川県立平

塚湘風高等学

校 

平成 28年７月

11日（平成28

年５月16日職

員調査） 

（不適切事項） 

収入事務において、体育

館耐震工事に伴う上下水道

料金の立替収入の調定に当

たり、下水道料金部分も合

わせて徴収すべきところ、

 

不適切事項については、下

水道料金の算定方法の理解が

不十分であったことによるも

のである。 

 今後は、このようなことが



 

その要不要の判断を誤った

ことにより下水道料金の調

定が遅延し、平成27年度の

収 入 と な る べ き ４ 件 、

1,556円を年度内に調定し

ていなかった。 

ないよう、関係規定等の理解

の向上を図るとともに、複数

の職員による確認体制を強化

することにより、適正な事務

執行に努めることとした。 

神奈川県立七

里ガ浜高等学

校 

平成 28年６月

29日（平成28

年５月９日職

員調査） 

（不適切事項） 

 予算の執行において、放

送室用放送卓の更新（契約

額586,440円）に当たり、

既存製品の撤去工事に係る

経費（30,275円）、撤去搬

出処分に係る経費（3,365

円）について、それぞれ

「(節)需用費」、「（節）

委託料」で執行すべきとこ

ろ、これらを含めた全額を

「（節）備品購入費」で執

行していた。 

 

 不適切事項については、神

奈川県財務規則の理解が不十

分であったことによるもので

ある。 

 今後は、このようなことが

ないよう、関係規定について

の研修参加等により理解を深

めるとともに、複数の職員に

よる確認体制の強化により、

適正な事務執行に努めること

とした。 

神奈川県立藤

沢西高等学校 

平成 28年８月

９日（平成28

年５月９日職

員調査） 

（不適切事項） 

収入事務について、次の 

とおり誤りがあった。 

１ 施設開放に伴い利用者

から徴収すべき電気代実

費相当額の収入未済に係

る督促に当たり、督促状

の発行日を、当該発行日

から起算して10日を経過

した日が金融機関の休日

に当たることとなる日と

した結果、神奈川県財務

規則の規定に反し、11日

を経過した日を督促状の

指定期限としているもの

が ２ 件 、 1,760 円 あ っ

た。 

２ 領収した現金を神奈川

県財務規則に定める納付

期限内に指定金融機関等

に納付していないものが

３件、1,300円あった。 

 

 

 不適切事項の収入事務につ

いては、次のとおり措置し

た。 

１ 督促状の指定期限につい

ては、神奈川県財務規則の

理解が不十分であったこと

によるものである。 

今後は、このようなこと

がないよう、関係規定等の

理解の向上を図るととも

に、複数の職員による確認

を徹底することにより、適

正な事務執行に努めること

とした。 

２ 領収した現金の期限内納

付については、進行管理が

不十分であったことによる

ものである。 

今後は、このようなこと

がないよう、進行管理表を

作成し、進行管理を行うと

ともに、複数の職員による

確認体制を強化することに

より、適正な事務執行に努

めることとした。 

神奈川県立茅

ケ崎北陵高等

学校 

 

平成 28年６月

27日（平成28

年５月９日職

員調査） 

（不適切事項） 

庶務事務において、対外

運動競技等引率に係る教員

特殊業務手当について、手

当の支給対象となる業務を

誤 認 し た た め 、 ３ 件 、

 

不適切事項の教員特殊業務

手当については、平成28年８

月 24日に本人から返納され

た。 

今後は、このようなことが



 

12,000円を過大に支給して

いた。 

ないよう、関係規定の理解の

向上を図るとともに、複数の

職員による確認を徹底するこ

とにより、適正な事務執行に

努めることとした。 

神奈川県立鶴

嶺高等学校 

平成 28年８月

26日（平成28

年５月９日職

員調査） 

（要改善事項） 

「男子トイレブース交換・

女子トイレ洗面台交換の修

繕工事の経費に関する件」 

県立学校施設の維持運営

等に当たり、生徒用トイレ

の改修工事を私費会計から

支出しているものがあっ

た。 

（以下省略） 

 

要改善事項については、県

立学校施設の維持運営等に当

たり、生徒用トイレの改修工

事を私費会計から支出してい

た点を見直し、適切に予算措

置を行った上で公費で執行す

ることとした。 

神奈川県立茅

ケ崎西浜高等

学校 

 

平成 28年４月

11日（平成28

年３月10日職

員調査） 

（不適切事項） 

予算の執行において、定

期健康診断に用いる検診器

具 600 点の借入れ（契約額

19,440 円 ） に 当 た り 、

「（節）使用料及び賃借

料」で執行すべきところ

「(節)役務費」で執行して

いた。 

 

 不適切事項については、神

奈川県財務規則の理解が不十

分であったことによるもので

あり、平成 28 年３月 14 日に

科目更訂を行った。 

 今後は、このようなことが

ないよう、関係規定の理解の

向上を図るとともに、複数の

職員による確認体制を強化す

ることにより、適正な事務執

行に努めることとした。 

神奈川県立厚

木東高等学校 

 

平成 28年８月

５日（平成28

年４月14日職

員調査） 

（不適切事項） 

１ 契約事務において、教

師用副教材の購入（１

件、 75,170円）に当た

り、見積合せを実施すべ

きところ、１者からのみ

見積書を徴し、契約を締

結していた。 

２ 庶務事務において、タ

クシーを利用した出張に

当たり、人事給与システ

ムに入力していなかった

ものが８件あり、そのう

ち旅費２件、400円を支

給していなかった。 

 

不適切事項については、次

のとおり措置した。 

１ 契約事務においては、神

奈川県財務規則等の理解が

十分でなかったことによる

ものである。 

今後は、このようなこと

がないよう、関係規定の理

解の向上を図るとともに、

複数の職員による確認体制

を強化することにより、適

正な事務執行に努めること

とした。 

２ 庶務事務の旅費について

は、平成28年４月26日に本

人に支給した。 

今後は、このようなこと

がないよう、人事給与シス

テムの入力についての周知

を徹底するとともに、複数

の職員による確認体制を強

化することにより、適正な

事務執行に努めることとし



 

た。 

神奈川県立大

井高等学校 

平成 28年６月

28日（平成28

年５月18日職

員調査） 

（不適切事項） 

財産管理事務において、

教育財産の目的外使用許可

に当たり、使用許可日数を

365 日で割り返して使用料

を算定すべきところ、うる

う年のときは 366 日で割り

返すものと誤認して計算し

たため、使用料を誤って許

可していた。これにより、

使用料１件、９円が徴収不

足であった。 

 

不適切事項については、関

係規定の理解及び確認体制が

不十分であったことによるも

のであり、不足分について

は、平成 28 年５月 27 日に徴

収済みである。 

 今後は、このようなことが

ないよう、関係規定の理解の

向上を図るとともに、確認体

制を強化することにより、適

正な事務執行に努めることと

した。 

神奈川県立保

土ケ谷養護学

校 

 

平成 28年６月

３日（平成28

年４月21日職

員調査） 

（不適切事項） 

 財産管理事務において、

県有財産台帳価格の改定に

伴う教育財産の目的外使用

に係る変更許可について、

まなびや計画推進課長通知

に反し、条件変更のあった

日（平成27年９月１日）ま

でに行っていなかった。 

 

 

不適切事項については、関

係規定の理解及び確認体制が

不十分であったことによるも

のである。 

今後は、このようなことが

ないよう、関係規定の理解の

向上を図るとともに、複数の

職員による確認体制を強化す

ることにより、適正な事務執

行に努めることとした。 

神奈川県立金

沢養護学校 

平成 28年６月

21日（平成28

年４月25日職

員調査） 

（不適切事項） 

契約事務において、グリ

ストラップ清掃業務及び排

出汚泥運搬業務委託契約

（契約額 64,800 円）の締

結に当たり、契約書に廃棄

物の処理及び清掃に関する

法律施行規則により義務付

けられている委託契約を解

除した場合の処理されない

産業廃棄物の取扱いに関す

る事項等を記載していなか

った。 

 

 

不適切事項については、廃

棄物処理等の契約締結に当た

り、産業廃棄物の処理に係る

関係法令に関する理解が不十

分であり、会計局の標準契約

書に必要な加除訂正を行わず

そのまま使用していたことに

よるものである。 

今後は、このようなことが

ないよう、関係法令の理解の

向上を図るとともに、複数の

職員による確認体制を強化す

ることにより、適正な事務執

行に努めることとした。 

神奈川県立瀬

谷養護学校 

平成 28年７月

26日（平成28

年４月27日職

員調査） 

（不適切事項） 

物品管理事務において、

寄附物品（テレビジョン、

ディスプレイスタンド及び

フロアスクリーン各１点、

総評価額 252,504円）の

受入れに当たり、物品取得

調書を作成していないなど

物品取得手続等を適正に行

っていなかった。 

  

不適切事項については、神

奈川県財務規則の理解が不十

分であったことによるもので

ある。 

 今後は、このようなことが

ないよう、関係規定の理解の

向上を図るとともに、複数の

職員による確認体制を強化す

ることにより、適正な事務執

行に努めることとした。 



 

神奈川県立高

津養護学校 

平成 28年６月

１日（平成28

年４月28日職

員調査） 

（不適切事項） 

 契約事務において、スク

ールバス運行業務委託契約

（契約額16,633,281円）の

締結に当たり、契約期間の

開始日が平成27年４月１日

である契約を会計局長通知

に反し同年５月25日に締結

していた。また、契約の効

力が生じる前に契約額を確

定させていなかった。 

 

不適切事項については、関

係規定の理解及び進行管理が

不十分であったことによるも

のである。 

今後は、このようなことが

ないよう、関係規定の理解の

向上を図るとともに、進行管

理を徹底することにより、適

正な事務執行に努めることと

した。 

神奈川県立藤

沢養護学校 

平成 28年７月

20日（平成28

年５月９日職

員調査） 

（不適切事項） 

収入事務において、自動

販売機設置場所賃貸借契約

（賃借料1,741,159円、年

割額580,386円）に係る土

地建物等貸付収入の調定に

当たり、契約で定めた期日

（平成27年４月末日）と異

なる納付期限（平成29年４

月20日）を設定していた。 

 

不適切事項については、関

係規定の理解及び確認体制が

不十分であったことによるも

のである。 

今後は、このようなことが

ないよう、関係規定の理解の

向上を図るとともに、確認体

制を強化することにより、適

正な事務執行に努めることと

した。 

 


